
き
Ｊ
う
か
ら
「
一
’
一
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
こ
・
・
」

λ
ｐ
’

（
…
り

咄
咽

　
岡
山
市
楢
律
に
本
部
を
置
く
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
）
な
ど
で
つ
く
る
、
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
想
を
推
進
す
る
会
」
（
略
称
・
ト
ピ
ア

の
会
、
谷
［
巌
央
会
長
］
が
二
十
三
日
か
ら
、
岡
山
市
な
ど
で
ｉ
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ

Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
く
。
三
回
目
と
な
っ
、
た
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
『
お
も
い
や
り
の
心
』
を
世

界
の
人
々
と
と
も
に
」
。
十
七
カ
国
か
ら
集
ま
る
二
十
五
人
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
と
国
内
出
席
者

が
、
国
際
貢
献
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
。
。

茸
訊
1
7
力
国
か
ら
参
加

伯
狽

Ｊ

Ｉ

一
‐
　
‐
一
一

１
　
１

１
　
１

１
　
１‐

　
１
一
Ｉ

Ｊ

「

い

ピ
ア
の

に

」
は
県

い
い

‘
＾
一
－
Ｉ
Ｉ
　
　

教
育
、
宗
教
団
体
、
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
集
ま
っ

て
、
三
年
前
に
結
成
さ
れ
た
。

ぶ
た
堵
堤
泣
況
団
圃

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
「
相
互
理
解
、

相
互
支
援
、
相
互
信
頼
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
一
九
八
四
年
八
月

に
設
立
さ
れ
た
。
代
表
は
内
科

医
質
膏
召
ん
（
1
4
)
M
頁
は

現
在
、
国
内
に
約
千
五
百
人
、

「
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

組
織
づ
く
り
を
」

　
　
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構

想
を
推
進
す
る
会
」
の
黒
住
宗

道
事
務
局
長
（
黒
住
散
散
嗣
）

ら
役
員
や
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
ら

が
二
十
二
日
、
岡
山
市
内
で
記

者
会
見
し
た
。
黒
住
事
務
局
長

は
「
こ
れ
ま
で
二
回
の
経
験
を

踏
ま
え
て
、
国
内
外
９
涙
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

り
た
い
」
と
話
し
た
。
二
十
四

日
に
国
内
十
三
、
国
外
十
一
・
の

宗
数
団
体
を
母
体
に
し
た
宗
教

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
ま
り
、
初
の
「
人

道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
」
を

開
き
、
国
内
外
の
緊
急
救
援
時

の
活
動
を
す
る
た
め
の
方
法
を

探
る
。

　
ま
た
、
タ
イ
で
子
ど
も
た
ち

の
教
育
活
動
な
ど
に
取
り
組

む
、
ド
ュ
ア
ン
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ

財
団
の
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
・
ウ
ン

ソ
ン
タ
ム
幽
代
表
は
「
社
会
と

の
か
か
わ
り
方
は
異
な
る
が
、

宗
教
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
は
よ
り
よ

い
人
間
を
形
成
し
て
い
く
た
め

に
重
要
。
宗
教
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動

に
取
り
組
む
人
々
に
と
‘
っ
て

も
、
精
神
的
な
役
割
と
な
る
こ

と
も
あ
る
。
岡
山
で
相
互
の
連

携
を
深
め
た
い
」
と
話
し
た
。

世
界
各
地
で
多
発
す
る
自
然
災

害
や
、
民
族
紛
争
な
ど
に
よ
る

避
難
民
の
生
活
を
守
る
た
め
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
帯
、
相
互
協
力
を

海
外
に
約
二
百
人
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
ク
ル
ド
、
チ

ェ
チ
ェ
ン
な
ど
の
難
民
救
援
活

探
る
の
が
目
的
だ
。
岡
山
の
地

域
お
こ
し
を
図
り
、
国
際
貢
献

都
市
に
す
る
狙
い
も
あ
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
長
で
Ａ

　
　
二
股
参
加
も

　
Ｉ
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ

Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
の
主
な
日
程
は
次

の
通
り
。
一
般
参
加
も
出
来

心
。
　
蜀
昆
―
後
３
時
開
会
式
、

公
開
講
演
会
（
菅
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
代
表
、
タ
イ
の
ス
ラ
ム
で
生

活
環
境
改
善
に
取
り
組
む
プ
ラ

テ
ィ
ー
プ
・
ウ
ン
ソ
ン
タ
ム
・

秦
さ
ん
の
講
演
）
＝
岡
山
国
際

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
彼
茂
代
表
は
ト
ピ

ア
の
会
の
役
割
に
つ
い
て
。

　
「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま

と
い
う
相
互
扶
助
の
精
神
に
基

づ
け
ば
、
政
治
も
宗
教
も
国
境

ホ
テ
ル

　
2
4
日
午
前
迫
持
人
道
援
助

宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
Ｈ
岡
山
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
▽
午
後
１
時

Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
（
国
際
人
道
援
助

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
市
民
交
流
会

日
川
崎
医
療
福
祉
大
学

　
2
5
日
地
域
会
場
交
流
会
Ｈ

津
山
市
、
加
茂
川
町
▽
午
前
1
0

時
国
際
姉
妹
校
縁
組
推
進
会

議
＝
岡
山
市
立
財
田
小
学
校

　
2
6
日
午
前
1
0
時
総
括
報
告

会
日
‥
岡
山
国
原
交
流
セ
ン
タ
ー

　
問
い
合
わ
せ
は
ト
ピ
ア
の
会

事
務
局
’
（
０
８
６
・
２
３
４
・

５
１
２
８
）
。

も
越
え
ら
れ
る
」
と
話
す
。
ト
ピ

ア
の
会
の
結
成
を
呼
び
か
け
、

世
界
各
地
で
救
援
、
地
域
開
発

活
動
を
展
開
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

活
動
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

国
外
に
1
7
支
部

動
や
、
イ
ン
ド
、
中
国
雲
南

省
、
サ
ハ
リ
ン
の
大
震
災
で
被

災
者
支
援
な
ど
に
駆
け
付
け

べ　
現
在
も
メ
コ
ン
川
流
域
の
洪

水
や
旧
ユ
ー
ゴ
な
ど
の
善
認

た
め
に
救
援
活
動
を
し
て
お

り
、
釣
昆
十
カ
国
で
約
六
十
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
継
続
中
。
医

師
や
看
護
婦
、
現
地
で
交
渉
に

あ
た
る
調
整
員
約
六
十
人
が
活

動
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
十
七
ヵ
所
に
、

現
地
の
医
師
ら
で
つ
く
る
支

部
を
も
ち
、
ア
フ
リ
カ
に
三

つ
の
地
域
事
務
所
が
あ
る
。

国
内
で
は
阪
神
大
震
災
に
も

2
1
年
間
に
1
0
力
国
へ

年
数
か
け
住
環
境
を

　
加
藤
奈
津
子
さ
ん

　
　
看
護
婦
＝
大
阪
市
淀
川
区

　
今
年
四
月
か
ら
今
月
ま
で
、

二
十
年
間
戦
闘
が
続
い
た
ア
フ

リ
カ
西
部
の
ア
ン
ゴ
ラ
で
、
帰

還
難
民
へ
の
救
援
活
動
を
し

た
。
戦
闘
で
廃
虚
と
な
っ
た
病

院
の
一
角
で
、
少
な
い
医
薬
品

を
使
っ
て
、
一
日
に
約
二
百
五

十
人
の
診
療
に
佛
わ
っ
た
。
風

土
病
と
も
い
え
る
マ
ラ
リ
ア
や

フ
ェ
ラ
リ
ア
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
と
い
う
。

　
　
「
十
回
も
マ
ラ
リ
ア
に
か
か

っ
た
人
が
い
て
、
何
回
処
置
を

緊
急
救
援
を
し
た
。
東
京
と

大
阪
に
も
事
銘
屏
や
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
を
も
ち
、
国
内
の
職

員
は
計
四
十
五
人
。
在
日
外
国

人
へ
医
療
相
談
も
続
け
て
い

る
。
　
九
五
年
に
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
認
・

定
さ
れ
た
。
運
営
資
金
は
会
員

の
年
会
費
、
寄
付
な
ど
。
今
月

中
旬
に
発
足
し
た
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ア
フ
リ
カ
多
国
籍
医
師
団
」
に

は
外
務
省
が
財
政
支
援
を
す

る
。

し
て
も
変
わ
ら
な
い
。
自
助
努

力
す
る
よ
う
な
方
向
の
援
助
を

し
な
い
と
い
け
な
い
。
診
療
だ

け
で
な
く
、
住
環
境
を
変
え
る

な
ど
、
十
年
、
二
十
年
か
け
て

や
ら
な
い
と
変
わ
ら
な
い
」

　
海
外
に
出
た
き
っ
か
け
に
つ

い
て
、
「
日
本
以
外
に
、
ほ
か

の
世
界
も
あ
る
。
現
実
は
ど
ぅ

な
っ
て
い
る
の
か
を
見
た
か
っ

た
」
と
話
す
、
一
九
七
五
年
に

海
外
青
年
協
力
隊
の
一
員
と
し

て
、
チ
懲
一
ジ
ア
に
二
年
滞
在

し
た
の
を
は
じ
め
、
二
十
一
年

間
で
ザ
イ
ー
ル
、
タ
イ
な
ど
十

カ
国
へ
。
「
私
自
身
も
マ
ラ
リ

ア
に
二
回
か
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
し
ん
ど
さ
を
感
じ
た
こ
と

は
な
い
」

　
海
外
に
出
た
い
と
考
え
て
い

る
人
へ
の
助
言
と
し
て
、
「
自

分
が
何
を
出
来
る
か
を
知
っ
て

か
ら
海
外
に
出
て
ほ
し
い
。
現

地
に
出
れ
ば
滅
菌
器
具
は
な

く
、
看
護
婦
で
あ
っ
て
も
栄

養
指
導
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
、
何
が
で
き
る
か
を
見
つ
け

る
力
が
必
要
」
と
話
し
て
い

る
。

漫
画
に
ク
ル
ド
語
で
予
防
医
療
教
育

　
三
宅
和
久
さ
ん
（
一
‘
一
四
）

　
　
　
　
　
内
科
医
＝
岡
山
市

　
以
前
か
ら
「
医
唇
〒
ズ
が

満
た
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で

働
き
た
い
。
い
つ
か
は
海
外

で
も
活
動
を
」
と
考
え
て
い

た
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
の
初
め
て
の
活

動
は
一
九
九
一
年
の
イ
ラ
ン
の

ク
ル
ド
難
民
救
援
。
す
で
に
欧

米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
入
っ
て
お
り
、

手
洗
い
の
励
行
や
子
ど
も
の
下

痢
の
対
処
な
ど
、
予
防
医
療
教

育
を
担
当
し
た
。

　
母
親
向
け
に
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
上
映

し
よ
う
に
も
、
女
性
が
男
性
と

は
同
席
し
な
い
イ
ス
ラ
ム
文
化

圏
で
は
、
な
か
な
か
人
も
集
ま

ら
な
い
。
そ
こ
で
、
漫
画
（
ま

ん
が
）
を
か
き
、
ク
ル
ド
語
の

せ
り
ふ
を
つ
け
て
配
っ
た
。
大

学
時
代
に
所
属
し
て
い
た
漫
画

ク
ラ
ブ
の
経
験
が
役
立
っ
た
。

　
「
そ
の
場
の
状
況
に
合
わ
せ

て
、
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
」
と
振
り

返
る
。

　
そ
の
後
、
九
三
年
に
イ
ン
ド

大
池
廣
、
九
四
年
の
ル
ワ
ン
ダ

難
民
な
ど
、
八
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
た
。

　
普
段
は
岡
山
市
と
御
津
郡
加

茂
川
町
の
医
院
な
ど
に
適
応

医
療
の
基
本
は
、
場
所
は
ど

こ
で
あ
っ
て
も
人
を
診
て
治

す
こ
と
と
言
う
。
「
国
内
外

を
問
わ
ず
、
医
き
〒
ズ
が

あ
る
と
こ
ろ
に
医
師
は
必
要
。

言
葉
も
文
化
も
違
う
外
国
で
、

三
時
間
し
か
眠
れ
な
い
日
々

続
い
て
も
、
や
り
が
い
が
あ

る
」
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